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1.　組織の概要

【事業所名】

【代表者氏名】

【所在地】

            高知県高岡郡日高村下分１９２６－２

【環境管理責任者氏名及び担当者連絡先】

環境管理責任者 秋沢　勇児

連絡先担当者 秋沢　忍

連絡先 ＴＥＬ：０８８９－２４－５７７６

ＦＡＸ：０８８９－２４－５７２６

Ｅ－ｍａｉｌ：kochi@daiichi-work.co.jp

【事業活動の内容】

建設業（主に公共及び民間の建築工事・土木工事を行っています。）

建設業許可

　許可番号 高知県知事許可（特-2）第8500号

　許可年月日

　建設業の種類

　許可番号 高知県知事許可（般-3）第8500号

　許可年月日

　建設業の種類

【事業規模】

設立年月日  1984 年  8月  1日 設立

資本金  4,000万円

完成工事高  17,907万円 （2021年9月1日～2022年8月31日）

従業員数 　8人 （2022年8月31日現在）

事業所敷地総面積 本社 1090 ㎡

事務所床面積 58.45 ㎡

倉庫等床面積 1000.27 ㎡

資材置場 31.28 ㎡
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建築工事業

2021年4月6日

土木工事業

株式会社　第一ハイム

代表取締役　秋沢　勇児

本　　社　  〒781-2151　

倉　　庫　　同上

資材置場　　同上

2020年11月20日



２．対象範囲(認証・登録範囲）・レポートの対象期間及び発行日

【対象範囲（認証・登録範囲）】

対象事業所： 株式会社　第一ハイム　　全社

事業活動：

【レポートの対象期間】

2021年9月1日～2022年8月31日

【環境活動レポートの発行日】

【次回環境活動レポートの発行予定日】

【作成責任者】

環境管理責任者　 秋沢　勇児

2

建築工事業、土木工事業、

2022年  12月  10日

2023年　12月  予定



３.環境経営方針　　

【環境経営理念】

【環境経営方針】

　　制定日　　平成29年9月1日

　　改訂日　　令和元年9月1日

　　代表取締役　 秋沢　勇児
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8. 環境関連法規及び条例等を遵守します。

　当社は、自然豊かな高知県の日高村で建設工事を行っている企業として、

地域の環境保全に自主的・積極的に取り組み、継続的に環境負荷の削減を推進し

広く地域社会に貢献してまいります。

1. 電力・車両及び重機等の燃料消費削減により、二酸化炭素排出量を削減します。

2. 節水による水使用量を削減します。

3. 本社・倉庫及び建築現場における廃棄物の減量・再利用・再生利用（分別含む）を促進します。

4. 「快適な街づくりと生活環境づくり」に向けた、環境に配慮した建築・土木工事を行います。

5. 化学物質の適正管理をします。

6. グリーン購入を促進します。

7. 工事工程・安全・品質管理の強化に取り組みます。

　　株式会社　第一ハイム

9. 全社員にこの環境経営方針を周知徹底すると共に、環境経営レポートを外部に公表します。

10. 内外の課題を知ることで、環境マネジメントシステムを展開します。

11. 他企業の優良な環境活動も見習いながら環境保全活動に取り組みます。



環境経営システム　役割・責任・権限表

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェック実施

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制原案の作成

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
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・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動に参加

・環境活動の実績実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営レポートの作成

工務部門 ・自部門における環境経営システムの実施

総務部門 ・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員対する教育訓練の実施

・自部門に関する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・役割、責任、権限を全従業に周知

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築・実施・管理

・環境関連法規等の取りまとめ表の承認

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制を確認

・環境活動の取り組み結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、ＥＡ２１委員会の事務局

（代表取締役） ・環境経営システムに関する経営資源の確保

各種

協力業者

全 従 業 員

役割・責任・権限

代表者 ・環境経営に関する統括責任

工務部門 総務部門 倉庫・資機材置場

４.環境経営組織体制

代表取締役

秋沢　勇児

環境管理責任者

秋沢　勇児

・環境経営レポートの承認

・環境管理責任者を任命

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制を承認

・代表者による全体評価と見直し・指示実施

環境事務局



５．環境経営目標

（1）単年度目標

基準年 2021年度

３ヶ年平均 目標  (-1%)

2018.9-2021.8 2021.9-2022.8

売上高 百万円 143 143

燃料使用量　

総量 ℓ 2,353 2,329

原単位 （ℓ/百万円） 16.5 16.3

総量 ℓ 5,279 5,226

原単位 （ℓ/百万円） 36.9 36.5

総量 ℓ 67 66

原単位 （ℓ/百万円） 0.5 0.5

総量 kg 17.3 17.1

原単位 （ｋｇ/百万円） 0.1 0.1

総量 ｋｗｈ 6,447 6,383

原単位 （ｋｗｈ/百万円） 45.1 44.6

総量 ㎏-CO2 22,214 21,992

原単位 （㎏-CO2/百万円） 155.3 153.8

総量 ㎥ 226 224

原単位 （㎥/百万円） 1.6 1.6

総量 kg 224 222

原単位 （kg/百万円） 1.6 1.6

総量 ｔ 330 327

原単位 （ｔ/百万円） 2.3 2.3

産業廃棄物再資源化率 総量 ％ 94 95

グリーン購入率 総量 ％ 81 82

環境負荷の少ない工事 総量 件 28/28 全件

 ・電力のＣＯ２排出係数は四国電力調整後排出係数0.528kgｰCO２／ｋＷｈを使用（平成30年度）

・環境配慮工事：受注工事の全件を対象とし、環境負荷の少ない工事(排ガス対策型建設機械の使用、

　低騒音機械の使用、騒音対策の実施、環境配慮型資材の使用)

・グリーン購入は、事務所を対象とする。[グリーン購入率(％)=グリーン商品金額/購入金額×100]
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一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

　灯油使用量

　ガス使用量

電力使用量

CO2排出量

水使用量

項    目 総量・原単位 単位

　軽油使用量

　ガソリン使用量



環境経営目標

（2）中長期目標

基準年 2022年度 2023年度 2024年度

３ヶ年平均 目標  ( -2% ) 目標  ( -3% ) 目標  ( -4% )

2018.9-2021.8 2022.9-2023.8 2023.9-2024.8 2024.9-2025.8

売上高 百万円 143 143 143 143

燃料使用量　

総量 ℓ 2,353 2,306 2,282 2,259

原単位 （ℓ/百万円） 16.5 16.1 16.0 15.8

総量 ℓ 5,279 5,173 5,121 5,068

原単位 （ℓ/百万円） 36.9 36.2 35.8 35.4

総量 ℓ 67 66 65 64

原単位 （ℓ/百万円） 0.5 0.46 0.45 0.45

総量 kg 17.3 17.0 16.8 16.6

原単位 （ｋｇ/百万円） 0.1 0.1 0.1 0.1

総量 ｋｗｈ 6,447 6,318 6,254 6,189

原単位 （ｋｗｈ/百万円 45.1 44.2 43.7 43.3

総量 ㎏-CO2 22,214 21,770 21,548 21,325

原単位 （㎏-CO2/百万円） 155.3 152.2 150.7 149.1

総量 ㎥ 226 221 219 217

原単位 （㎥/百万円） 1.6 1.55 1.53 1.52

総量 kg 224 220 217 215

原単位 （kg/百万円） 1.6 1.54 1.52 1.50

総量 ｔ 330 323 320 317

原単位 （ｔ/百万円 2.3 2.26 2.24 2.22

産業廃棄物再資源化率 総量 ％ 94 96 97 98

グリーン購入率 総量 ％ 81 82 83 84

環境負荷の少ない工事 総量 件 28/28 全件 全件 全件
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一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

　灯油使用量

　ガス使用量

電力使用量

CO2排出量

水使用量

項    目 総量・原単位 単位

　軽油使用量

　ガソリン使用量



環境経営目標

（3）過去３カ年間の環境負荷推移

2018年度 2019年度 2020年度 過去3カ年間

実績 実績 実績 平均

2018.9-2019.8 2019.9-2020.8 2020.9-2021.8 2018.9-2021.8

売上高 百万円 118 197 114 143

燃料使用量　

総量 ℓ 1,671 2,042 3,345 2,353

原単位 （ℓ/百万円） 14.2 10.4 29.3 16.5

総量 ℓ 5,656 5,868 4,313 5,279

原単位 （ℓ/百万円） 47.9 29.8 37.8 36.9

総量 ℓ 55 36 109 67

原単位 （ℓ/百万円） 0.5 0.2 1.0 0.5

総量 kg 18.4 7.9 25.7 17.3

原単位 （kg/百万円） 0.2 0.0 0.2 0.1

総量 ｋｗｈ 6,275 6,313 6,754 6,447

原単位 （ｋｗｈ/百万円 53.2 32.0 59.2 45.1

総量 ㎏-CO2 21,765 22,328 22,550 22,214

原単位 （㎏-CO2/百万円） 184.4 113.3 197.8 155.3

総量 ㎥ 208 266 203 226

原単位 （㎥/百万円） 1.8 1.4 1.8 1.6

総量 kg 356 166 149 224

原単位 （kg/百万円） 3.0 0.8 1.3 1.6

総量 ｔ 187 592 210 330

原単位 （ｔ/百万円 1.6 3.0 1.8 2.3

産業廃棄物再資源化率 総量 ％ 99 99 85 94

グリーン購入率 総量 ％ 74 88 82 81

環境負荷の少ない工事 総量 件 36/36 24/24 25/25 28/28
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一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

　灯油使用量

　ガス使用量

電力使用量

CO2排出量

水使用量

項    目 総量・原単位 単位

　軽油使用量

　ガソリン使用量



６.環境経営計画
期　間 　(2021年9月　～　2022年8月）

昼休み等の不要時の消灯

サーキュレーターを活用

作業の効率化

省エネ型機械器具の使用

事務所 岩﨑 アイドリングストップの徹底

エコドライブの推進（急発進、急加速）

定期的な重機・車両の点検整備

現場への移動・資機材等の運搬の効率化

使用済み用紙の再利用促進

ゴミの分別回収、リサイクルの促進

印刷前の確認でミスプリントを減らす

産業廃棄物の分別、リサイクルの促進

マニフェストの発行、適正処理に努める

手戻りを防ぐ

事務所 岩﨑 節水の啓発(節水シールを貼る等)に努める

作業機械などの洗浄には汚れを落としてから洗う

作業機械の洗浄には川水などを使用し、節水に努める

工事ごとのSDSの入手

協力会社への使用材料の注意喚起

環境負荷の少ない資材を使用（リサイクル材・県産品等)

低騒音・排出ガス対策型機械の使用

散水等による粉塵発生の低減

エコマーク・グリーンマーク商品の購入に努める

リサイクル製品の購入

近隣の草刈り等を通じて緑化活動に取り組む

カーブミラー清掃等のロードボランティア

　　　　　　8

社会貢献活動 全体 秋沢

現場 上田

環境配慮工事推進 現場 上田

グリーン購入の推進・使用 事務所 岩﨑

一般廃棄物 事務所 岩﨑

産業廃棄物 現場 上田

現場 上田

ガソリン・軽油
現場 上田

水使用量の把握・削減
現場 上田

化学物質の適正管理

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電気使用量

事務所 岩﨑

エアコンの温度設定管理（冷房28度・暖房22度）

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

目的 区分 責任者 活動項目



７．環境経営目標の実績
21期　(2021年9月～2022年8月）

基準年 2021年度 2021年度

３ヶ年平均 目標  (-1%) 実績

2018.9-2021.8 2021.9-2022.8 2021.9-2022.8

売上高 百万円 143 143 179

燃料使用量　

総量 ℓ 2,353 2,329 1,123 48 〇

原単位 （ℓ/百万円） 16.5 16.3 6.3 38 〇

総量 ℓ 5,279 5,226 4,493 86 〇

原単位 （ℓ/百万円） 36.9 36.5 25.1 69 〇

総量 ℓ 67 66 20 30 〇

原単位 （ℓ/百万円） 0.5 0.5 0.1 23 〇

総量 kg 17.3 17.1 11.6 68 〇

原単位 （kg/百万円） 0.1 0.1 0.1 65 〇

総量 ｋｗｈ 6,447 6,383 6,427 101 ×

原単位 （ｋｗｈ/百万円） 45.1 44.6 35.9 80 〇

総量 ㎏-CO2 22,214 21,992 16,801 76 〇

原単位（㎏-CO2/百万円） 155.3 153.7 93.9 61 〇

総量 ㎥ 226 224 120 54 〇

原単位 （㎥/百万円） 1.6 1.6 0.7 42 〇

総量 kg 224 222 137.3 62 〇

原単位 （kg/百万円） 1.6 1.6 0.8 48 〇

総量 ｔ 330 327 89.5 27 〇

原単位 （ｔ/百万円） 2.3 2.3 0.5 22 〇

産業廃棄物再資源化率 総量 ％ 94 95 95.6 99 〇 ほぼ達成できている。

グリーン購入率 総量 ％ 81 82 84 97 〇 ほぼ達成できている。

環境負荷の少ない工事 総量 件 28/28 全件 26/26 100 ○ 達成できている。

 ・電力のＣＯ２排出係数は四国電力調整後排出係数0.528kgｰCO２／ｋＷｈを使用（平成30年度）

・環境配慮工事：受注工事の全件を対象とし、環境負荷の少ない工事(排ガス対策型建設機械の使用、

　低騒音機械の使用、騒音対策の実施、環境配慮型資材の使用)

・グリーン購入は、事務所を対象とする。[グリーン購入率(％)=グリーン商品金額/購入金額×100]

過去の実績
17年度実績 18年度実績 19年度実績 20年度実績

2017.9-2018.8 2018.9-2019.8 2019.9-2020.8 2020.9-2021.8

売上高 百万円 118 118 197 114
燃料使用量

  軽油使用量 ℓ 1,084 1,671 2,042 3,345
  ガソリン使用量 ℓ 3,976 5,656 5,868 4,313
  灯油使用量 ℓ 59 55 36 109
  ガス使用量 ㎏ 9.4 18.4 7.9 25.7
電気使用量 kwh 6,508 6,275 6,313 6,754
CO2排出量 kg-coo2 16,312 21,765 22,328 22,550
水使用量 ㎥ 335 208 266 203
一般廃棄物排出量 ㎏ 367 356 166 149
産業廃棄物排出量 ｔ 88 187 592 210
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CO2排出量

水使用量

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

単位項　　　　目

　軽油使用量

　ガソリン使用量

　灯油使用量

　ガス使用量

電力使用量

工事現場での使用が減った

リサイクルに努めていて、、結果
がでている。

産業廃棄物が出る工事が少な
く、達成できた。

土木工事での重機・工事車両の
稼働量が大幅に減少

日高村内の工事が多く、移動距
離が短かった。

灯油ストーブの使用が減少し、
目標達成

ガスの使用頻度が減少

コロナ対策もあり削減が難し
かった

工事での軽油の排出量が大幅
に減った

達成状況項    目
総量

原単位
単位

削減率   (%)
（実績値/目標

値）
評価



８．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

エアコンの温度設定管理（冷房28度・
暖房22度）

昼休み等の不要時の消灯 ◎ 実施できている

作業の効率化 〇 概ね実施できている

不要なアイドリングは
しなくなった
エコドライブの徹底と
と継続

定期的な重機・車両の点検整備 ◎ 点検は実施できている

現場への移動・資機材等の運搬の効率化 ◎ 乗り合わせ等できている

使用済み用紙の再利用促進 ◎ 実施できている

ゴミの分別回収、リサイクルの促進 ◎ 徹底できている

印刷前の確認でミスプリントを減らす 〇 減少できている

産業廃棄物の分別、リサイクルの促進 ◎ 適正処理はできている

マニフェストの発行、適正処理に努める ◎ 徹底できている

手戻りを防ぐ ◎ 実施できている

各所に啓発シールを貼
って取組できている

作業機器などの洗浄には汚れを落として
から洗う
作業機器の洗浄には川水などを使用し、
節水に努める

工事ごとのSDSの入手 ◎ SDSの入手はできている

適時注意喚起を行って
いる
可能な範囲で使用して
いる

低騒音・排出ガス対策型機械の使用 ◎ 確実にできている

工事の特性に合わせて
実施できている

エコマーク・グリーンマーク商品の
購入に努める

購入時は対象商品を
選んだ

社会貢献活動
近隣の草刈り・カーブミラー清掃等を通
じて活動に取組んでいる

〇
社屋廻りや近隣の状況に
応じて実施できた

継続して実施

判定：◎よくできた　　〇概ねできた　　△あまりできなかった　　×全くできなかった

(判定はそれぞれの責任者が行った。）
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継続して実施

散水等による粉塵発生の低減 〇

次年度の取り組
みに追加する

グリーン購入の推
進・使用

〇 概ね実施できている
継続して実施

リサイクル製品の購入 〇

工期遵守の推進
適正な工期の設定と工事の進捗状況を把
握し工期遵守に努めながら協力会社への
指導も行っていく

廃棄物排
出量の削

減

一般廃
棄物

環境配慮工事推進

環境負荷の少ない資材を使用（リサイク
ル材・県産品等）

〇

産業廃
棄物

継続して実施
協力会社への使用材料の注意喚起 〇

水使用量の把握・
削減

節水の啓発(節水シールを貼る)に努める ◎

継続して実施◎ 徹底できている

〇 できるだけ使用している

化学物質の適正管
理

次年度の取り組み目的 区分 取組結果 判定 評価

継続して実施

継続して実施
エコドライブの推進（急発進、急加速）

継続して実施

◎

〇

二酸化炭
素排出量
の削減

電気使
用量

◎ 実施できている

継続して実施サーキュレーターを活用

ガソリ
ン・軽

油

アイドリングストップの徹底

実施できている

省エネ型機械器具の使用 〇 概ね実施できている

◎



9.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

（１） 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

2022.8.31

(2) 違反、訴訟等の有無

環境関連法規への違反はありません。なお関係当局より違反等の指摘は過去3年間ありません。

訴訟及び環境に関する外部からの苦情・要望等はありません。
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高知県清流保全条例 第2条 ・事業者の清流保全の努力
事毎発生時 各現場責任者 遵守

2022.8.31
　公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

2022.8.31

2022.8.31
　タワークレーンなど

第17条 ・基準適合表示を貼付した車両の使用

事毎発生時 各現場責任者 遵守 2022.8.31

オフロード法 第2条 ・ブルドーザー・クローラクレーン・杭打ち機
事毎発生時 各現場責任者

高知県環境基本条例 第6条 ・事業者の責務

遵守

事毎発生時 遵守

施行令第2条 ・抑制指針の遵守

　　（適正燃料の使用・点検整備の実施等）

　　（建設作業開始7日前までに市町村長に届出）

大気汚染防止法 第18条の17 ・解体等工事受注者は、石綿使用の有無について事前に調査し、

事毎発生時 各現場責任者 遵守 2022.8.31　発注者へ調査結果を書面で説明するとともに、その結果等を

　解体等工事現場場所への掲示

　　（建設作業開始7日前までに市町村長に届出）

振動規制法 第14条 ・特定建設作業の実施の届出
事毎発生時 各現場責任者

2022.8.31
　（ＳＤＳの提供）

騒音規制法 第14条 ・特定建設作業の実施の届出
事毎発生時 各現場責任者 遵守 2022.8.31

特定化学物質の環境への排出
量の把握等及び管理の改善の

促進に関する法律

第4.5条 ・指定化学物質等の性状及び取り扱いに関する情報の提供
事毎発生時 各現場責任者 遵守

遵守 2022.8.31

2022.8.31
第10条 　　解体：床面積80㎡以上

　　新築・増築：床面積500㎡以上

・対象建設工事は7日前までに都道府県知事に提出

2022.8.31
　再資源化等費用の低減努力

・建設資材廃棄物の再資源化により得られた建設資材を使用する

　努力

建設工事に係る資材の
再資源等に関する法律
(建設リサイクル法)

第5条 ・建設資材廃棄物の発生抑制、分別解体等及び建設資材廃棄物の

事毎発生時 各現場責任者 遵守

第9条 ・分別解体等の実施

事毎発生時 各現場責任者 遵守

2022.8.31
　木材等の減量化及びリサイクル

・事業者に責務

資源の有効な利用の促
進に関する法律
(資源有効利用促進法)

第4条 ・土砂、コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、

事毎発生時 各現場責任者 遵守

規則第8条 ・保管場所の表示

事毎発生時 秋沢 遵守 2022.8.31　見易い箇所に掲示板を設置

　　（縦60cm以上×横60cm以上）

第12条の三 ・マニフェスト交付状況報告書の作成及び 年一回
毎年6月末

秋沢 遵守 2022.8.31
7項 　都道府県知事（高知県知事）への提出

遵守 2022.8.31
10、11項 　計画の都道府県知事への提出・報告

第12条の三 ・産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付 事毎発生時 各現場責任者 遵守

第12条の ・多量排出事業者（年間1,000t以上）
事毎発生時 秋沢

遵守 2022.8.31
13項 　書面備付義務

第12条 ・産業廃棄物の事業者の処理
処分状況の確認 各現場責任者 遵守 2022.8.31

　適正に処理

第7条の ・一般廃棄物収集運搬基準に従った収集運搬表示
事毎発生時 各現場責任者

確認日

廃棄の処理及び
　清掃に関する法律

第3条 ・事業者の責務

事毎発生時 各現場責任者 遵守 2022.8.31・事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任において

法規名 適用条項 具体的内容
点検頻度
測定時期

担当者 遵守状況

・産業廃棄物の委託契約



作成日　　令和　4年　8月　31日 代表者

■定期見直し（事業年度終了後）
□臨時見直し

軽油の削減 ○ ○ 工事での使用量が減少した

ガソリンの削減 ○ ○ アイドリングや乗合せ等に注意し減少に努めた ・実施体制は現状のまま実施する。

電力使用の削減 × ○ 新型コロナ対策で削減が難しかった

CO2排出の削減 ○ ○ 重機・車両の稼働量が減少した

水使用の削減 ○ ○ 多く使用する工事がなかった

産業廃棄物の削減 ○ ○ 工事による排出量が少なかった

産業廃棄物リサイクル率 ○ ○ 削減に努めていく

一般廃棄物の削減 ○ ○ 分別の取組ができている

化学物質の適正管理 ○ 協力会社に削減努力を指導した

環境配慮工事の推進 ○ ○ 計画され実行できている

グリーン購入率の向上 ○ ○ 積極的にエコ商品を購入した

工期遵守の推進 ○ ○ 工期延長をなくすように取り組んだ
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特になし

②環境関連法規制等の動向他

[周囲の変化の状況]
①コミュニケーション記録より
　苦情・要望等はありませんでした。 [総括]（環境経営レポートの代表者による全体の評価と見直しの欄に記載）

2021年度は概ね達成できている。ただ、受注工事の内容により産業
廃棄物発生量や燃料使用量などやむを得ない場合もあるが、環境経
営活動は今後も順調に推移していけるように、より一層活動計画の
取組・実施を社員とともに取り組んでいきます。ありませんでした。

＜改善への提案＞

＜改善への提案＞
全社員が環境経営活動を意識し、実践することが必要である。

[環境経営目標・環境経営計画の達成状況]

目標項目
目標値

達成状況
経営計画
実施状況

コメント
（目標値と活動計画に対するコメント）

[その他]

変更の必要性：　　　□有　　　■無

・年度間差が大きいので環境経営目標を３か年の平均値とした。
・環境負荷の多い工事がなかったので概ね達成できた。電気量は
新型コロナ対策で削減が難しいが、今後もより一層の削減を目指し
社員一同で実施をしていく。
・環境経営目標と環境経営活動を見直しながら運用していく。

社員のコミュニケーションを図り、一層の環境意識向上が必要である。
[環境経営目標・環境経営計画・実施体制]

変更の必要性：　　　□有　　　■無

＜改善への提案＞

③前回までの代表者の指示事項への対応
特になし

・環境経営方針を運用していく。
②問題点の是正処置及び予防処置の状況
是正処理、予防処理の実施なし

[取り組み状況の評価結果] [環境経営方針]
①環境関連法規制等の順守状況（環境関連法規等順守記録による） 変更の必要性：　　　□有　　　■無
関係法規制等は遵守できている。 ・中長期的な方針として継続していきます。

管理責任者の報告及び改善への提案 変更の必要性の有無・指示事項

代表者による全体の評価と見直し・指示 秋沢勇児

見直しに必要な情報 代表者による見直し



具体的な取り組み

平成29年　事務所の照明器具をLEDに取替る。
平成28年　社屋に太陽光パネルを設置

コピー用紙のウラを再利用 グリーン商品の購入・使用

啓発シール・POPで節約を呼びかけ ゴミの分別

各所の目に付くところに啓発ポスター掲示

事務所内
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　事務所内

作業場

11．環境活動取組状況



工事での取り組み

低排出車両を導入 重機の点検・整備

社会貢献活動

社屋周辺の草刈り等を通しての緑化活動 公道のカーブミラーの清掃活動
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その他の取組


